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第 41 回日本クラブユースサッカー選手権(U-15)大会 

参加報告 

中国地域派遣審判員(広島県)吉田宗太 

1. 大会概要 

名称：第 41 回日本クラブユースサッカー選手権(U-15)大会 

主催：公益財団法人日本サッカー協会、一般財団法人日本クラブユースサッカー連盟 

主管：公益財団法人北海道サッカー協会、北海道クラブユース連盟 

協賛：キリンホールディングス株式会社、アディダスジャパン株式会社、 

株式会社モルテン 

会場：札幌サッカーアミューズメントパーク、札幌市厚別公園補助競技場、 

白旗山競技場、 小樽市望洋サッカー・ラグビー場、 

夕張サングリンスポーツヴィレッジ、栗山ふじスポーツ広場 

 

開催期間：2026 年 8 月 14 日(金)～2026 年 8 月 24 日(月) 

(※派遣期間：8 月 14 日～8 月 18 日) 

 

2. 事前研修、大会前の研修、大会期間中の研修 

⚫ 事前研修 2026 年 7 月 21 日(火) @Zoom 

・ 大会概要、大会スケジュールの確認 

・ 競技規則の改正について 

・ 大会テーマについて 

「審判チームの連携によるフェアで安心・安全、そして円滑な試合運営の実現」 

<期待したい効果・結果> 

・ 4 局面の連続性(トランジション)とチーム戦術の意図を理解した 

レフェリング 

・ 次のプレー(局面×球際)を見据えたポジショニングと争点把握 

・ 予測に基づく一貫性ある判定とゲームマネジメント 

⚫ 大会前の研修 2026 年 8 月 13 日(木) @厚別区民センター 

・ 事前研修の振り返り 

・ 競技規則の改正について(スローイン・ゴールキックのカウントダウン) 

・ 大会運営における注意事項について 

・ 大会期間中に起こりやすい事象の確認 
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⚫ 大会期間中の研修 8 月 14 日(金)～8 月 16 日(日)  @厚別区民センター、Zoom 

・ 会場ごとの情報共有(注意事項、起こった事象など) 

・ 大会期間中の試合で起きた事象のディスカッション 

→考慮事項を考え、判断や説明できるように整理しました。 

 

・ 「伝える」→「伝わる」の違いについてディスカッション 

・ 「納得(伝わる)」してもらうために必要なことについてディスカッション 

→「納得(伝わる)」してもらうために、「相手の話をよく聞く」、「簡潔に言う

(ショート・シンプル・クリアに事実を言う)」、「共感する」、「表情」などが

必要であることを学びました。 

 

・ スローイン・ゴールキックのカウントダウンについて(競技規則改正) 

ボイスで再開を促す→笛→カウントするという段階に分けるとスムーズであ

ることを学びました。段階に分けるとカウントを始めるタイミングを掴むこ

とができました。 

 

3. 担当試合 

✓ 2026 年 8 月 14 日(金)   

@小樽市望洋サッカー・ラグビー場 A ピッチ 

① 11:00 kick off (主審)  INS：新 恭一氏 

ヴィッセル神戸 VS 名古屋グランパス 

<振り返り> 

良かった点 

・ カウンター時のスプリントが良かった。 

・ PA 内の事象は、良いところで監視し、判定できている。 

・ 審判チーム 4 人で協力しながらできていた。 

・ 警告と PK に関しては、妥当であった。 

課題点 

・ 中盤ラインでのポジション修正(先取りしたあとのポジション修正)。 

→身体の向きや外に開くタイミングを見つける必要がある。 

・ 1 試合を通して、ホールディングがなくならない。 

(注意が抑止力となっていない) 

→前半の早い段階で、パブリックに注意し基準を示す。選手を一旦止め

て振り向かせ、明確に注意をすることで抑止につなげる。 

・ スローインとゴールキックのカウントダウンのタイミング。 

→ボイスで再開を促す→笛→カウントするという段階に分ける。 
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② 13:00 kick off (4 審)   INS：新 恭一氏 

横浜 F・マリノス VS 京都サンガ F.C    

<振り返り> 

・ 1 試合を通して、ベンチとコミュニケーションを取ることができた。 

・ 試合終盤の交代で、両チームから交代があった際に、もう少し落ち着い

て対応する必要があった。 

→副審に協力してもらえるように、打ち合わせをしっかりとする。 

 

✓ 2026 年 8 月 15 日(土)  @小樽市望洋サッカー・ラグビー場 B ピッチ 

③ 11:00 kick off (4 審) INS：柴田 靖⼠氏 

V・ファーレン長崎 VS 鹿島アントラーズ 

<振り返り> 

・ ベンチの監督やコーチとコミュニケーションを取ることができている。 

・ 審判チーム 4 人で協力しながらできていた。 

(負傷者対応 1 分間の始めるタイミング) 

 

④ 15:00 kick off (主審)  INS：柴田 靖⼠氏 

アリーバ FC  VS FC 多摩   

<振り返り> 

良かった点 

・ PA 内の事象は、良いところで監視し、判定できている。 

・ 審判チーム 4 人で協力しながらできていた。 

・ 中盤でつまらないように外に開く(先取り)、後追いなど工夫してチャレ

ンジしている。 

課題点 

・ 地面からバウンドして、手に当たったハンドの判定の見極め。 

・ コーナーキックやフリーキックなど、PA 内にフォーカスするタイミン

グが早すぎて、オフサイドのフラッグアップを見落としてしまった。 

→少し離れて俯瞰して全体を見て、事象が起こりそうな時にフォーカス

をするタイミングを掴む必要がある。 

・ スローインやゴールキックのカウントダウンを始める笛が強い。 

→ベンチの温度が上がるため、笛での表現を試合状況によって変える必

要がある。 
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・ ベンチのコーチに警告を出した際、自分からは確認できていない事象で

あったため、落ち着いて副審と 4 審に確認する時間を作る必要があっ

た。→打ち合わせで、確認する必要がある。 

 

✓ 2026 年 8 月 16 日(日)  @小樽市望洋サッカー・ラグビー場 A ピッチ 

⑤ 11:00 kick off (副審 1)  INS：田中 厚氏 

JFA アカデミー福島 VS 三菱養和 SC 巣鴨  

<振り返り> 

・ 4 審と交代回数や警告の番号などを確認しながら、試合を進めることが

できた。 

・ オフサイドのフラッグアップのタイミングが良かった。 

 

⑥ 15:00 kick off (副審 1)  INS：田中 厚氏 

リップエース VS ブラウブリッツ秋田   

<振り返り> 

・ タッチジャッジで、主審と指し違いがあった。 

→主審とのアイコンタクトで確認する必要がある。 

 

✓ 2026 年 8 月 18 日(火) @夕張サングリンスポーツヴィレッジ 

⑦ 11:00 kick off (副審 1)  INS：田中 厚氏 

セレッソ大阪 VS 愛媛 FC 

<振り返り> 

・ オフサイドのフラッグアップのタイミングが良かった。 

・ 審判チーム 4 人で協力しながらできていた。 

 

⑧ 13:00 kick off  (4 審)  INS：田中 厚氏 

川崎フロンターレ VS ファジアーノ岡山  

<振り返り> 

・ アディショナルタイムの確認と交代が重なってしまったが、スムーズに

対応ができていた。 

・ テクニカルエリアをギリギリまで出る、テクニカルエリアを出ている際

の監督とのコミュニケーションの取り方 

→近くまで行って声かけを行うタイミングを考える必要がある。 

 

 

 



5 

 

4. 最後に 

この度は、第 41 回日本クラブユースサッカー選手権(U-15)大会に推薦していただい

た中国サッカー協会、広島県サッカー協会の皆様に、心より感謝申し上げます。中学

生年代の全国大会であるため、どの試合もとても白熱していました。その中で、審判

員として参加することができ、とても有意義な時間でした。 

予選ラウンドからラウンド 32 までの 5 日間で、他地域のインストラクター、審判員

の方々と交流し、意見交換やアドバイスをいただき、多くのことを学ぶことができま

した。さらに、他地域の審判員の方々との交流を通して、審判員としての個性や人間

力を高めるための新たな視点を得ることができたと思います。 

また、今大会を通して、さらに自信となった部分、新たに得た成果、改善点、さらに

磨きが必要な点も多く見つかりました。今大会で得た経験を、今後の審判活動に活か

していきたいと思います。今後も、人として、審判員としてさらなる成長を目指し、

多くのことを学んでいきたいと思います。 

ありがとうございました。今後とも、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 


